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＜連絡事項＞
・庶務より、悪天候による強風のため山門前（南病棟西側）の木が倒れ、通行できなくなっています。徒歩の場合は茶室側を通り山門横に抜けられますが、足場が悪くなっていますので通行には十分に気を付けるようお願いします。
青春に倒木の撤去を依頼しておりますが作業が完了するまでしばらくかかると思われます。撤去が完了しましたら再度連絡します。
＜患者様連絡事項＞
・角　穂並様～本日夕より、レキサルティ錠(1)1T　1×夕　3日分処方。不穏時・不眠時・便秘時の継続指示あり。
・遠嶋　剛様～本日朝より臨時薬、4日分処方。
・三浦　久司様～点滴は本日16:00迄の分で終了。臨時薬は本日夕・寝る前の1日分と明日9/27～9/29迄の3日分が処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。開錠してすぐに他室侵入やホールのテーブルに他者が置いていたコップを盗り、洗面所で飲水する等の迷惑行為見られている。都度介入にて止めるが同行為を繰り返し、他者からの苦情あり、他者トラブルに発展する可能性考慮し20分程で時間早めて開放観察終了している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。解除後、車椅子自操しユニット移動されている。9:20頃より動作少なくなり、自発的発語も無く、活気無い様子となる。バイタルサイン測定行うと106/67mmHgであり、正常範囲内であるが6:00の血圧145/85mmHgであったため収縮期血圧40mmHg程度低下している。ベッドへ移送し、臥床して頂き、そのまま拘束せず状態観察している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。食事は各食1/2摂取。服薬拒否は無い。歯磨き・顔拭き等の整容時には一時拘束解除し、スタッフ2名見守りの下実施しているが、危険行為や不穏・興奮は無く、終了後の再拘束にも拒否無く応じられている。不調・不満等の訴えの頻回さも無く、対応も落ち着いている。昼食後には女性スタッフ対応にてオムツ内確認行い、排尿も多量に確認している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・三浦　久司様～体感・四肢拘束中。深夜帯5：00起床後より意識レベルが清明となっており、声掛けにも的を得た返答をされている。食事も一時両上肢・体幹の拘束を解除し、配膳・セッティングにて朝・昼共に各食全量摂取。現在の時刻について確認あり、説明すると「そんなに時間が経ってたんですね。」と返答され、礼節は保たれている。入院前～入院時については眠っていたと覚えていない様子で意識朦朧としていた状態であり、ストレッチャーで病棟迄移動してきたが、体動も多く、安全確保の為、身体拘束開始となった経過を説明すると、「そうだったんですか…。」と話されている。食後の再拘束にも拒否無く応じられ、その後は布団を掛けて静かに臥床されている。13:30主治医来棟され、診察。体動が治まってきて、転倒・転落等の危険性が無くなった為、身体拘束解除指示あり。14:00身体拘束解除となる。
＜要注目患者様情報＞
・若沢　理子様～食事は全量摂取され、服薬の拒否も無い。自室やホールを往復・徘徊している。時折会話調の独語聞かれ、近寄ってくる女性患者様に対して、一時的に大声を出し、「近寄るな！」と追い払う動作をする事はあるが、同患者様が離れる事で落ち着いている。不穏・興奮は無い。
・田代　浩太様～時折来詰され、食後のコーヒーや綿棒等の要求あり、対応。帰宅要求や不穏さは無く、対面時も落ち着いている。
・木村　格治様～食事時「俺は大腸のがんだ」「もう長くはない」等メロディーに乗せて放歌されている。活気無い様子であり、自身の便の性状を気にする発言聞かれている。妄想に関連した発言は無い。
・遠嶋　剛様～対面時穏やかで苛々感や病的体験に左右された訴えは無い。内服に関
する訴えはあるが過度ではない。

・角　穂並様～朝食全量、昼食拒食する。拒食理由を問うが「食べた。」と言い張る。
易怒性や不穏さは無いがスタッフ対応は素っ気なくやや表情冴えない。
妄想的な言動、幻聴に関する訴えは無い。
・島　龍太郎様～タバコに関する訴え聞かれ苛々感あり。11：39苛々時ジアゼパム（5）1T内服。自室にて過ごし活動性はかなり低い。
・鹿原　良三様～バイタルサイン異常、酸素飽和濃度の低下無し。ケア時の拒否著明で大声を上げる。ケア時以外は落ち着いている。黒色便持続。尿量少ない為田名部Drより処方頂き施行している。
＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～特定女性患者様を気にする発言はあるが、都度スタッフ側での対応にて過度とはならず。特定スタッフに対しての被害妄想は持続しており、苛々感の表出見られる事はあるが、自ら不穏時頓服薬の服用を希望され、内服にて落ち着く事出来ている。

・長瀬　伸也様～独語やトイレ籠り等問題行動はあるが不穏さや興奮性は無い。病識
の乏しさは持続しているが内服拒否や吐薬はなし。日課は問題無く
行えている。
・村山　吾朗様～9/29に措置解除となり、医療保護入院へ切り替えとなる予定。本日父様来院され、書類へのサインは頂いている。服薬への拒否は無く穏やかに過ごされているが、他者との交流がなく自室で臥床し過ごしている事が多い。
